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道路維持整備事業 道路網修復事業

■借款概要

■事業概要

整備済の国道・州道の日常保守を行うために必要な

道路維持管理用機械を整備し、また実施機関へのトレ

ーニング等を実施することで、道路構造物の急激な劣

化防止および幹線道路交通の円滑な流れを確保するも

の。

■評価結果

本事業による日常保守の機械化やトレーニング、及

び管理マニュアルの作成・普及等により、①迅速で機

動的な補修作業が可能となったこと、②土砂崩れへの

対応など機械化により初めて可能となった作業がある

こと、③損傷の種類や程度に応じた適切な工法が採用

されるようになったこと、④機械化により日常保守工

事の品質が向上・安定したこと等の貢献があったと考

えられる。

本事業が十分な持続性・自立発展性を持つために

は、①適切な日常保守予算の確保、②必要な維持管理

予算を配分する適切な仕組みとスペア・パーツ調達体

制の確立、③地方分権化等を踏まえた適切な組織制度

の確立が必要である。

承諾額/実行額

借款契約調印

借款契約条件

貸付完了

4,043百万円/2,845百万円

1991年9月

金利2.6%、返済30年（据置10年）

1996年10月

補修された幹線道路（ジャワ州セマラン市）

インドネシア

道路維持整備事業

■借款概要

■事業概要

幹線道路網として経済活動に重要な役割を果たして

いる同国の国道・州道のうち、交通量の増大等に伴い

損傷が進んでいるものにつき修復工事を行うもの。

■評価結果

対象事業地域の車両台数はインドネシア全体の傾向

と同様、本事業の実施期間の前後で大幅に増加してい

ると推察される。にもかかわらず、事業対象道路にお

けるデータによると、事業完成後は平均走行速度は事

業完成前より高い水準を安定して維持していることか

ら、本事業による道路修復は輸送効率の維持に一定の

寄与をしたものと考えられる。

維持管理は、居住地域開発省地方インフラ開発総局

道路・橋梁維持管理事務所及び州・県政府の道路事務

所が担当しており、本事業の対象区間については、中

央政府が道路管理統合システムによって施設状況をデ

ータベース化している。同システムは全国的に国道・

地方道の物理的状況をモニタリングしており、必要な

改善・修復活動を検討するうえで有効に機能してい

る。

一方、交通量増加に対し、道路メンテナンス体制の

水準が追いついていない面もあり、体制強化と総合的

交通政策策定が求められる。

承諾額/実行額

借款契約調印

借款契約条件

貸付完了

29,538百万円／28,688百万円

1988年10月

金利2.7%、返済30年（据置10年）

1993年11月

スマトラ島ランポン州の整備済み区間

インドネシア

道路網修復事業


